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５月は春の自殺予防月５月は春の自殺予防月間間
命はぐくむ生き心地のよい
　　　　　　　　杉並をめざして

　

人
間
を
や
っ
て
い
る
と
、
け
っ
こ
う
死
に

た
く
な
る
と
き
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。
だ
っ
て

日
本
で
は
毎
年
三
万
人
以
上
が
自
殺
し
て
い

る
っ
て
言
う
し
。
過
酷
な
仕
事
環
境
と
か
、

生
活
苦
や
借
金
の
厳
し
い
取
り
立
て
と
か
、

恋
愛
の
失
敗
と
か
、
勉
強
の
行
き
詰
ま
り
と

か
、
ま
た
突
然
ぽ
っ
か
り
生
き
る
意
味
が
わ

か
ら
な
く
な
っ
た
り
、原
因
は

い
ろ
い
ろ
だ
け
ど
。
確
か
に
、

生
き
づ
ら
い
と
き
に
ど
う
し

た
ら
い
い
か
、だ
れ
に
も
相
談

で
き
ず
、
わ
か
ら
な
く
な
り
、

も
う
い
い
や
っ
て
考
え
ち
ゃ

っ
た
り
も
し
ま
す
よ
。

　

そ
ん
な
と
き
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ
さ

い
。
も
し
、
そ
ん
な
悩
み
を
解
決
し
て
死
ぬ

気
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
た
く
さ
ん
の

人
や
事
例
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
き
っ

と
意
外
と
簡
単
に
抜
け
出
せ
る
ヒ
ン
ト
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
ん
な
思
い
で
「
自
殺
ゼ
ロ
」
を
め

ざ
し
て
つ
く
ら
れ
た
サ
イ
ト
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
名
も
「
生
き
テ
ク 

http://ikiteku
.net/

」。
み
ん
な
が
ど
う
や
っ
て
解
決
し
て

い
っ
た
か
が
投
稿
さ
れ
て
い
て
、
簡
単
に
自

分
ら
し
く
「
生
き
」
て
い
く
「
テ
ク
」
ニ
ッ

ク
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

た
と
え
ば
、
借
金
の
取
立
て
業
務
で
債
務

者
が
自
殺
し
て
、
罪
悪
感
で
押
し
つ
ぶ
さ
れ

そ
う
に
な
っ
て
う
つ
病
に
。「
生
き
て
い
て
も

意
味
が
な
い
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い

た
矢
先
、
島
根
県
隠
岐
島
で
見
つ
け
た
新
し

い
人
生
。
う
つ
病
か
ら
脱
却
し
た
人
の
な
ま

HP

の
声
と
か
。
自
殺
を
思
い
つ
め
る
ほ
ど
の
悩

み
を
も
っ
て
い
る
あ
な
た
。
ぜ
ひ
「
生
き
テ

ク
」
を
「
検
索
」
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
リ
ン
ク
し
て
い
ま

す
。

　

そ
し
て
、
も
う
ひ
と
つ
。
私
の
大
好
き
な

詩
も
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
相
田
み
つ
を

と
い
う
人
の「
い
の
ち
の
根
」

と
い
う
詩
で
す
。

「
な
み
だ
を
こ
ら
え
て　

か

な
し
み
に
た
え
る
と
き　

ぐ

ち
を
い
わ
ず
に　

く
る
し
み

に
た
え
る
と
き　

い
い
わ
け

を
し
な
い
で　

だ
ま
っ
て
批
判
に
た
え
る
と

き　

怒
り
を
お
さ
え
て　

じ
っ
と
屈
辱
に
た

え
る
と
き　

あ
な
た
の
眼
の
い
ろ
が
深
く
な

り　

い
の
ち
の
根
が
深
く
な
る
」

　

「
い
の
ち
の
根
」
が
深
く
な
れ
ば
、
い
つ

か
き
っ
と
美
し
い
花
が
咲
き
、
大
き
な
実
が

な
る
は
ず
で
す
。

わが国の自殺は年間３万人を越え、区でも年間１００名以上の大切な命が失われていま
す。自殺の動機には、うつ病などの健康問題や、失業・多重債務等の経済問題など
様々な問題が複雑に関係していて、自殺予防には社会全体で取り組む必要がありま
す。自殺は「防ぐことのできる死」です。あなた自身とあなたの大切な人を守り、
「命はぐくむ生き心地のよい杉並」をめざすため、５月と９月を自殺予防月間とし
て普及啓発を強化します。
害害問い合わせは、杉並保健所地域保健課☎３３９１崖１３５５または保健予防課☎３３９１崖
１０２５へ。

１０日㈯
午後１時３０分～ JR阿佐ケ谷駅南口

自自自自自自自自自自自自自自自自殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺ゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼ自殺ゼロロロロロロロロロロロロロロロロロ
杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉並並並並並並並並並並並並並並並並区区区区区区区区区区区区区区区区街街街街街街街街街街街街街街街街頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭キキキキキキキキキキキキキキキキャャャャャャャャャャャャャャャャンンンンンンンンンンンンンンンンペペペペペペペペペペペペペペペペーーーーーーーーーーーーーーーー杉並区街頭キャンペーンンンンンンンンンンンンンンンンン

心に響くコンサート
（音楽と物語）１６日㈮

一人で悩ま一人で悩まずず、、相談を相談を　　　
うつ病の相談～「うつかも？」と思ったら早めにご相談を

煙荻窪保健センター（荻窪５崖２０崖１☎３３９１崖００１５）
煙高井戸保健センター（高井戸東３崖２０崖３☎３３３４崖４３０４）
煙高円寺保健センター（高円寺南３崖２４崖１５☎３３１１崖０１１６）
煙上井草保健センター（上井草３崖８崖１９☎３３９４崖１２１２）
煙和泉保健センター（和泉４崖５０崖６☎３３１３崖９３３１）

多重債務の無料相談～お金で死ぬことはない！

煙消費者センター相談専用電話☎３３９８崖３１２１
　
※区ホームページからも様々な自殺予防サイトへリンクして
　います。ご覧ください。

２６日㈪
午後７時～９時

「ストレス」・「うつ」とその対策
〜プチうつにさようなら

心心心心心心心心心心心心心心心心のののののののののののののののの安安安安安安安安安安安安安安安安全全全全全全全全全全全全全全全全・・・・・・・・・・・・・・・・安安安安安安安安安安安安安安安安心心心心心心心心心心心心心心心心心の安全・安心ををををををををををををををををを

３０日㈮
午後２時～４時

知って 活 かそう！うつの話
い

〜うつ病の治療と対応

１１日㈰～
     ３１日㈯

「
生
き
テ
ク
」壁
の
前
に
、

た
た
ず
む
あ
な
た
に

杉
並
区
長

　 ・ 中央図書館（荻窪３崖４０崖２３
☎３３９１崖５７５４）へ
場 問

展示
「生きるための本５０冊」

　自殺ゼロキャンペーン実行委員会のＴシ
ャツ隊が、巨大風船に体をつなぎ、「天国の
お父さんへ」の手紙を配布します。
　自殺の実態を知り、「生きテク」を見つけ
に参加しませんか？

　 杉並保健所（荻窪５崖２０崖１） 国立精神・神経センタ
ー精神保健研究所・山田光彦（左写真） 区内在住でうつ病
の患者を持つ家族ほか ９０名 無料 電話で、荻窪保健セン
ター☎３３９１崖００１５へ（先着順）

場 師
対

定 費 申

　 産業商工会館（阿佐谷南３崖２崖１９） 東海大学教授・
保坂隆（右写真） １００名（抽選） 無料 ハガキまたはフ
ァクス（７面記入例参照）で、５月１４日（必着）までにＮＰ
Ｏ法人スクールアドバイスネットワーク（〒１６７崖００４３上荻１
崖２４崖２１崖３階胃５３４７崖２３７３）へ

場 師
定 費 申

うつ病はだれでもかかる可能性がある病気です。「まさか自分が」、「あの人に限っ
て」という先入観は危険です。
うつ病になった場合、本人はもちろん、支える家族も大変つらい状況になります。
「うつ病は早期に発見し、適切な治療と対応をすれば治る病気」です。専門医の
話からうつ病の実態を知りましょう。

撮影・板花撮影・板花基基

第１部「荻窪音楽祭」＝ 正午〜 演奏＝FEST00N 杉並保健所（荻窪５崖
２０崖１） １００名（先着順） 無料 当日、直接会場へ渇第２部「赤ちゃんとマ
マのためのわらべうたストレッチ」＝ 午後１時〜２時 杉並保健所 ０〜３
歳の親子２０組 無料 電話で、上井草保健センター☎３３９４崖１２１２へ（先着順）

時 内 場
定 費 申

時 場 定
費 申

命命命命命命命命命命命命命命命命ははははははははははははははははぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐくくくくくくくくくくくくくくくくみみみみみみみみみみみみみみみみ命はぐくみ、、、、、、、、、、、、、、、、、
心心心心心心心心心心心心心心心心豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊かかかかかかかかかかかかかかかか　 　  心豊かににににににににににににににににに
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区
内
で　

年
中
に
起
き
た
自
転
車

１９

が
関
係
す
る
交
通
事
故
は
一
〇
八
〇

件
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
負
傷
し

た
方
は
九
四
一
名
、
亡
く
な
っ
た
方

は
一
名
で
し
た
。

身
近
で
便
利
な
自
転
車
は
、
排
気
ガ
ス
を
出
さ
ず
地
球
に
や
さ
し
く
、
健
康
維
持
に
も
効
果
が
あ
る
乗
り
物

で
す
。
し
か
し
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
に
反
し
た
利
用
を
す
る
と
、
迷
惑
で
危
険
な
も
の
に
変
わ
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
自
転
車
利
用
者
の
一
人
ひ
と
り
が
責
任
を
持
ち
、
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
で
、
安
全
・
快
適
な
住
み
よ

い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

們
們
問
い
合
わ
せ
は
、
交
通
対
策
課
へ
。

▲買い物客の放置自転車であふれる歩道。通行の妨
げになっています。（京王井の頭線高井戸駅前）

〈自転車の交通ルールと違反した場合の罰則〉
罰　則説　明違反行為

３カ月以下の懲役また
は５万円以下の罰金自転車は道路の左側を通行しなければなりません道路の右側走行

（逆走）

２万円以下の罰金２台以上の自転車が横並びで走ることはできませ
ん

並進走行
（横並び走行）

２万円以下の罰金
歩道は歩行者優先です。歩行者の通行を妨げるおそ
れがある場合、自転車が一時停止しなければなりま
せん

自転車通行可の歩
道で歩行者への通
行妨害 

５万円以下の罰金夜間は自転車のライトを必ず点灯しなければなり
ません無灯火で走行

３カ月以下の懲役また
は５万円以下の罰金赤信号は「止まれ」です信号無視

３カ月以下の懲役また
は５万円以下の罰金

交差点の「止まれ」標識や、路面に「止まれ」と書
いてあるところでは、必ずいったん止まり、安全を
確かめましょう

一時停止標識無視

２万円以下の罰金
自転車は原則１人乗りです（ただし１６歳以上の者が
幼児用座席を設けた自転車を運転する場合、６歳未
満の者１人に限り乗車させることができます）

２人乗り

５年以下の懲役または
１００万円以下の罰金自転車も飲酒運転は許されません酒酔い運転

３カ月以下の懲役また
は５万円以下の罰金

自転車を運転しながらの「携帯電話の使用」、「傘差
し」、「犬の散歩」などはやめましょう

安全運転の義務違
反

迷
惑
で
危
険
な
放
置
自
転
車

　

放
置
自
転
車
は
減
っ
て
き
た
と
は

い
え
、
ま
だ
区
内
や
隣
接
す
る
駅
周

辺
に
は
、
一
日
あ
た
り
約
二
六
〇
〇

台
も
の
自
転
車
が
放
置
さ
れ
て
い
ま

す
。

放
置
自
転
車
は
、

◇
災
害
時
に
は
救
助
活
動
の
妨
げ
と

な
り
人
命
に
か
か
わ
り
ま
す
。

◇
高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
方
に
は

特
に
危
険
で
す
。

◇
ま
ち
の
美
観
を
損
ね
ま
す
。

◇
歩
行
者
の
通
行
を
妨
げ
ま
す
。

放
置
自
転
車
は
撤
去
し
ま
す

　

区
は
、
駅
周
辺
の
公
共
の
場
所
を

自
転
車
の
「
放
置
禁
止
区
域
」
に
指

定
し
、
禁
止
区
域
内
の
放
置
自
転
車

を
即
時
撤
去
し
て
い
ま
す
。

　

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
に
チ
ェ
ー
ン

施
錠
し
て
い
る
自
転
車
は
、
撤
去
の

際
に
鍵
を
切
断
し
ま
す
。

　

撤
去
自
転
車
の
返
還
の
際
に
は
、

撤
去
手
数
料
三
〇
〇
〇
円
が
必
要
で

す
。

※「
放
置
」と
は
、自
転
車
か
ら
離
れ
、

直
ち
に
移
動
で
き
な
い
状
態
を
さ

し
ま
す
の
で
、
買
物
な
ど
で
あ
っ

て
も
直
ち
に
移
動
で
き
な
い
状
態

で
あ
れ
ば
放
置
に
な
り
ま
す
。

撤
去
な
ど
に
年
間
約
二
億
九
五

〇
〇
万
円
か
か
っ
て
い
ま
す

　
「
私
の
一
台
く
ら
い
な
ら
…
」、「
ち

ょ
っ
と
だ
け
だ
か
ら
…
」
と
考
え
て

い
ま
せ
ん
か
？

　

そ
の
一
台
が
多
く
の
放
置
自
転
車

を
も
た
ら
し
ま
す
。　

年
度
に
撤
去

１８

し
た
自
転
車
は
六
万
五
八
四
九
台
、

撤
去
・
返
還
・
処
分
に
要
す
る
費
用

は
人
件
費
も
含
め
る
と
約
二
億
九
五

〇
〇
万
円
に
も
な
り
ま
す
。
一
台
あ

た
り
に
換
算
す
る
と
約
四
四
七
二
円

で
す
。

　

放
置
自
転
車
が
な
く
な
れ
ば
、
こ

の
お
金
は
他
の
目
的
に
使
え
ま
す
。

自
転
車
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
協
力
が

必
要
で
す
。

「
杉
並
区
自
転
車
利
用
行
動

計
画
」
を
改
定
し
ま
し
た

　
　

年
に
「
杉
並
区
サ
イ
ク
ル
ア
ク

１４
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
策
定
し
、

放
置
自
転
車
対
策
を
進
め
て
き
た
結

果
、
通
勤
・
通
学
の
駅
利
用
者
に
よ

る
放
置
自
転
車
は
減
少
し
ま
し
た
。

し
か
し
、「
駅
周
辺
商
店
街
に
お
け
る

買
物
客
の
放
置
自
転
車
」
や
、「
自
転

車
利
用
者
の
走
行
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー

の
低
下
」
が
新
た
な
問
題
と
し
て
表

面
化
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と

に
重
点
を
置
く
と
と
も
に
、
社
会
状

況
の
変
化
や
数
値
目
標
の
見
直
し
の

必
要
性
か
ら
、
こ
の
た
び
の
改
定
は

名
称
も
含
め
て
全
面
改
定
と
し
、
計

画
期
間
は
「
杉
並
区
実
施
計
画
（　
２０

～　

年
度
）」
に
あ
わ
せ
、　

年
度
ま

２２

２２

で
と
し
ま
し
た
。

　

「
自
転
車
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
め

ざ
し
、
区
民
の
皆
さ
ん
・
事
業
者
・

区
が
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
施
策
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

計
画
の
改
定
全
文
は
、
区
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
区
政
資
料
室
（
区

役
所
西
棟
二
階
）
で
も
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

自
転
車
の
盗
難
に 

注
意
し
ま
し
ょ
う

　

自
転
車
が
盗
難
さ
れ
た
ら
、
す
ぐ

に
お
近
く
の
交
番
か
、
警
察
署
に
盗

難
届
を
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

盗
難
を
防
ぐ
た
め
に
、
次
の
対
策

に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

①
自
転
車
の
鍵
は
複
数
か
け
る
。

②
自
転
車
は
路
上
に
放
置
せ
ず
、
駐

輪
場
や
自
宅
、
お
出
か
け
先
の
敷

地
内
に
駐
輪
す
る
。

③
必
ず
防
犯
登
録
を
行
い
、
防
犯
登

録
番
号
は
控
え
て
お
く
。

5月5月はは
自転車月自転車月間間

守
り
ま

守
り
ま
すす

自
転
車
の
走
る
ル
ー
ル
と
置
く
マ
ナ

　

自
転
車
の
走
る
ル
ー
ル
と
置
く
マ
ナ
ーー

　

自
転
車
は
環
境
に
や
さ
し
い
手
軽

な
乗
り
物
と
し
て
、
買
物
や
通
勤
・

通
学
な
ど
私
た
ち
の
生
活
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
交
通
手
段
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、自
転
車
運
転
の
ル
ー
ル
・

マ
ナ
ー
を
守
ら
な
い
自
転
車
の
自
由

き
ま
ま
な
走
行
は
、
交
通
事
故
を
ひ

き
お
こ
し
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

自
転
車
は
車
で
す

　

自
転
車
は
、
法
律
上
「
軽
車
両
」

と
呼
ば
れ
、
車
両
の
仲
間
で
す
。
自

転
車
を
利
用
す
る
場
合
は
、
自
動
車

や
オ
ー
ト
バ
イ
と
同
様
に
、
道
路
交

通
法
な
ど
の
法
律
を
守
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

法
律
を
守
ら
な
い
自
転
車
は
処
罰

さ
れ
ま
す
（
左
表
参
照
）。

まちでは放置防止協力員が活動しています

　放置自転車問題は区だけで解決することはできません。
　そこで、駅周辺の地元商店会や町会など区民の方に「自転車
放置防止協力員」として、放置防止のボランティア活動をして
いただいています。
　現在、約４２０名の「自転
車放置防止協力員」の皆
さんが放置自転車をなく
すために、注意札のはり
付けや放置防止の呼びか
けなどに取り組んでいま
す。
　このような区と住民に
よる協働の取り組みによ
って、現在では、駅前の
放置自転車は年々、減少
しつつあります。

▲皆が歩きやすい歩道を
めざしましょう

自転車による交通事故自転車による交通事故がが
多発していま多発していますす

ス ト ッ プス ト ッ プ ！！
暴 走 自 転暴 走 自 転 車車
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献血＆骨髄ドナー登録会
　献血は２００㎖献血と４００㎖献血があります。２００㎖献血は１６歳
から６４歳まで、４００㎖献血は１８歳から６４歳までの方ができま
す。６０歳を過ぎて献血の経験がある方は、６９歳までご協力い
ただけます。あわせて骨髄ドナー登録会も実施します。１８歳
から５４歳までの健康な方であれば登録できます。
　皆さんのご協力をお願いします。なお、条件により、お受け
できない場合がありますので、あらかじめご了承ください。

　 ５月１３日㈫午前１０時～正午、午後１時１５分～３時３０分
 区役所１階ロビー 当日、直接会場へ 杉並保健所地域
保健課緯３３９１崖１３５５

時
場 申 問

赤十字会員募集運動月間
　５月１日㈭～３１日㈯まで、日本赤十字社の会費・寄付金を
募集します。期間中に皆さんのお宅に赤十字協賛委員が伺い
ますので、ご協力をお願いします。個人による募金は、口座
振替でも可能です。
　１９年度は、皆さんのご協力により区内で１８００万円余りの温
かい善意（会費・寄付金）をお寄せいただきました。皆さん
からの会費・寄付金は、国際救援活動をはじめ、災害救護、
献血などの貴重な資金として使われています。

 保健福祉部管理課地域福祉係問

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
、
原
動
機
付
自
転
車
な
ど

軽
自
動
車
を
所
有
す
る
方
に
課
税

さ
れ
ま
す
。
今
年
の
４
月
２
日
以

降
に
廃
車
手
続
き
を
し
て
も
、　
２０

年
度
の
税
金
は
課
税
さ
れ
ま
す
。

廃
車
の
申
告
は
①
～
④
の
場
合
に

必
要
と
な
り
ま
す

①
区
外
に
転
出
し
た
と
き

②
下
取
り
に
出
し
た
り
、
譲
渡
を

し
た
と
き

③
盗
難
に
あ
っ
た
と
き
（
警
察
お

よ
び
区
役
所
に
届
出
が
必
要
で

す
）

④
使
用
不
可
能
な
状
態
に
な
っ
た

り
、
処
分
し
た
と
き

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

に
税
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す

①
身
体
や
精
神
に
障
害
の
あ
る
方

ま
た
は
そ
の
障
害
者
と
生
計
を
同

じ
く
す
る
方
が
所
有
し
、
障
害
者

本
人
ま
た
は
生
計
を
同
じ
く
す
る

方
が
運
転
す
る
軽
自
動
車
な
ど

②
世
帯
全
員
が
障
害
者
で
あ
る
世

帯
の
方
が
所
有
し
、
そ
の
世
帯
の

方
を
常
時
介
護
す
る
方
が
運
転
す

る
軽
自
動
車
な
ど

③
車
両
の
構
造
が
障
害
者
用
で
あ

る
軽
自
動
車
な
ど

　

①
②
に
つ
い
て
は
複
数
の
自
動

車
を
所
有
し
て
い
る
場
合
、
一
台

に
限
り
減
免
の
対
象
に
な
り
ま
す

（
個
人
名
義
の
自
家
用
ナ
ン
バ
ー

に
限
り
ま
す
）。

　

該
当
に
な
る
障
害
区
分
・
級
別
・

必
要
書
類
な
ど
詳
細
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
の
方
法
と
期
間

　

納
税
通
知
書
と
印
鑑
、
運
転
者

の
運
転
免
許
証
、
障
害
の
状
況
を

確
認
で
き
る
も
の
（
障
害
者
手
帳

や
常
時
介
護
証
明
な
ど
）
を
お
持

ち
の
上
、
５
月　

日
ま
で
に
課
税

２６

課（
区
役
所
東
棟
二
階
⑦
番
窓
口
）

へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
 

課
税
課
税
務
管
理
係
緯
５
３

０
７
倆
０
６
２
９

問

軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書

軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
をを

５
月
７
日
㈬
に
発
送
し
ま

５
月
７
日
㈬
に
発
送
し
ま
すす

区は、高度に発達した情報通信技術を区民サービスの向上と区の経営に活用するため、「杉並区情
報化アクションプラン」の改定について検討を進めてきました。このたび、計画の改定案ができ
ましたので、概要をお知らせするとともに、「杉並区自治基本条例」に基づく区民等の意見提出手
続により、皆さんのご意見をうかがいます。　　　　　　――問い合わせは、情報システム課へ。

〈本文中の表示説明〉
碓新 ＝今回の改定で新たに取り組む項目
です。全部で１６項目あります。
碓継 ＝先のアクションプランの取り組み
を継続して、充実・拡充する項目です。
全部で３４項目あります。
　なお、今回の改定で完了または目的を
達した項目が７項目あります。

杉並区情報化アクションプラン杉並区情報化アクションプランのの
改定を進めていま改定を進めていますす

納
期
限
は
６
月
２
日
㈪
で
す

計
画
改
定
の
考
え
方

　

区
は
、　

年　

月
に
「
杉
並
区
情

１４

１０

報
化
基
本
方
針
」
を
定
め
、
こ
の
方

針
に
沿
っ
て
「
杉
並
区
情
報
化
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン　

平
成　

～　

年
度

１５

１７

（
二
〇
〇
三
～
二
〇
〇
五
）」を
策
定

し
、
電
子
区
役
所
の
構
築
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
例

え
ば
パ
ソ
コ
ン
で
公
共
施
設
や
図
書

の
予
約
が
可
能
に
な
る
な
ど
、
区
民

の
利
便
性
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
区
役
所
に
お
い
て
も
事
務

の
省
力
化
、
効
率
化
、
迅
速
化
が
実

現
し
ま
し
た
。

　

「
情
報
化
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

は　

年
度
に
一
度
改
定
を
行
い
ま
し

１７
た
が
、
今
日
の
情
報
通
信
技
術
の
飛

躍
的
な
進
展
や
、
そ
れ
に
伴
う
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
対
策
な
ど
、
区
の
情
報
化

施
策
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
的

確
に
対
応
し
、「
電
子
区
役
所
」
の
構

築
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
た
め
、

「
杉
並
区
情
報
化
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン　

平
成　

～　

年
度
（
二
〇
〇
八

２０

２２

～
二
〇
一
〇
）」
を
策
定
し
ま
す
。

改
定
概
要

　

区
は
、
こ
の
五
年
間
で
統
合
内
部

情
報
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
な
ど
、

効
率
的
で
簡
素
な
行
政
運
営
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
情
報
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
（
安
全
性
）
で
も
高
水
準
の

対
策
を
講
じ
る
な
ど
、
貴
重
な
成
果

を
あ
げ
て
い
ま
す
。
一
方
、
施
設
や

図
書
の
予
約
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
実
現
な
ど
、
区
民

の
皆
さ
ん
の
利
便
性
を
高
め
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
今

日
の
情
報
通
信
技
術
の
進
展
な
ど
に

対
応
す
る
た
め
、
さ
ら
に
事
業
を
充

実
・
拡
充
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

な
お
、「
杉
並
区
情
報
化
基
本
方

針
」
で
は
、
電
子
区
役
所
構
築
に
あ

た
り
四
つ
の
目
標
（
目
標
一
～
目
標

四
）
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
目
標
ご
と

に
、
改
定
後
の
取
組
項
目
数
と
主
な

取
組
項
目
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
目
標
一
「
顧
客
志
向
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
実
現
し
ま
す
（
八
項
目
）」

煙
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
の
充
実
碓継
 

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、

区
へ
の
申
請
や
手
続
き（
電
子
申
請
）

が
で
き
る
よ
う
、
可
能
な
限
り
対
象

範
囲
を
拡
大
し
区
民
の
利
便
性
を
高

め
ま
す
。

煙
電
子
収
納
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
碓新
 

　

銀
行
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
に
よ
り
、
公
金
収

納
が
で
き
る「
電
子
収
納
サ
ー
ビ
ス
」

を
実
現
し
ま
す
。

煙
区
立
施
設
へ
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
環

境
整
備
碓継
 

　

身
近
な
公
共
施
設
に
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

を
敷
設
し
て
、
区
民
の
皆
さ
ん
が
所

有
す
る
パ
ソ
コ
ン
を
用
い
て
、
自
ら

の
責
任
に
お
い
て
情
報
の
収
集
が
で

き
る
よ
う
、
環
境
を
整
え
ま
す
。

◇
目
標
二
「
区
民
と
の
情
報
共
有
と

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
充
実
を
図

り
ま
す
（
一
一
項
目
）」

煙
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
・
拡
充
碓継
 

　

区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
機
能
・
情
報

量
を
さ
ら
に
充
実
し
な
が
ら
、
高
齢

者
や
障
害
の
あ
る
方
に
も
使
い
や
す

い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
く
り
変
え
ま

す
。

　

ま
た
、
地
図
な
ど
視
覚
に
訴
え
る

情
報
を
積
極
的
に
提
供
し
ま
す
。

煙
電
子
区
政
資
料
室
の
開
設
碓継
 

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
区

政
資
料
の
検
索
・
入
手
が
簡
単
に
行

え
る
よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
、
情
報

公
開
請
求
の
対
象
文
書
の
特
定
や
請

求
手
続
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
可

能
に
し
ま
す
。

煙
電
子
区
政
モ
ニ
タ
ー
の
実
施
碓継
 

　

区
民
の
皆
さ
ん
の
区
政
に
対
す
る

意
見
反
映
の
機
会
を
広
く
得
る
た

め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

電
子
区
政
モ
ニ
タ
ー
を
引
き
続
き
実

施
し
ま
す
。

煙
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
の
検
討
碓新
 

　

区
民
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
さ
ら
に
活
発
に
す
る
新
し
い
試

み
と
し
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
会
員
制
の
情

報
連
絡
網
サ
ー
ビ
ス
）
の
活
用
を
検

討
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
モ
デ
ル
実

施
を
行
う
予
定
で
す
。

◇
目
標
三
「
行
政
経
営
の
革
新
と
基

盤
整
備
を
進
め
ま
す
（
二
七
項

目
）」

煙
校
務
用
パ
ソ
コ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

や
校
務
シ
ス
テ
ム
の
構
築
碓継
 

　

事
務
処
理
の
効
率
化
、
省
力
化
を

図
る
こ
と
で
教
員
の
負
担
を
軽
減

し
、
生
徒
と
教
員
が
向
き
合
う
時
間

を
よ
り
多
く
す
る
な
ど
、
授
業
の
充

実
と
学
習
環
境
の
向
上
を
図
り
ま

す
。

煙
納
付
セ
ン
タ
ー
の
運
営
碓新
 

　

納
付
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
情
報

通
信
技
術
を
活
用
し
て
税
金
等
の
滞

納
者
に
き
め
細
か
で
効
率
的
な
対
応

を
実
現
し
、
徴
収
率
の
向
上
を
図
り

ま
す
。

煙
シ
ス
テ
ム
調
達
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

徹
底
碓新
 

　

区
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
を

導
入
す
る
際
、
そ
の
手
順
を
明
確
に

し
た
「
シ
ス
テ
ム
調
達
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
遵
守
し
、
費
用
対
効
果
の
面

で
最
適
な
シ
ス
テ
ム
の
確
保
に
努
め

ま
す
。

煙
学
識
経
験
者
や
民
間
専
門
家
な
ど

の
活
用
碓新
 

　

情
報
化
を
推
進
す
る
た
め
の
様
々

な
施
策
を
戦
略
的
に
実
施
で
き
る
よ

う
、情
報
通
信
技
術
に
関
す
る
知
識
・

経
験
が
豊
富
な
外
部
の
人
材
を
活
用

し
ま
す
。

煙
共
通
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
と
管
理

体
制
の
検
討
碓新
 

　

全
庁
で
共
通
な
情
報
を
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
化
し
、
さ
ら
に
効
率
的
な
シ
ス

テ
ム
の
運
用
を
め
ざ
し
ま
す
。

◇
目
標
四
「
人
材
の
育
成
と
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
（
四
項
目
）」

煙
電
子
区
役
所
を
支
え
る
人
材
育
成

碓継
 　

電
子
区
役
所
の
構
築
を
さ
ら
に
推

進
す
る
た
め
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

を
含
め
た
情
報
通
信
技
術
の
知
識
・

技
術
を
身
に
付
け
た
職
員
の
育
成
強

化
を
図
り
ま
す
。

煙
全
庁
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
徹
底
碓継
 

　

全
庁
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
運
用
を
さ
ら
に
確
実
に
行
い
、

情
報
保
護
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
よ
り
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
高

い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
を
導
入
し
ま

す
。

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

ハ
ガ
キ
、封
書
、ま
た
は
閲
覧
場
所

（
左
記
参
照
）に
あ
る
意
見
用
紙
に
書

い
て
、郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、５

月　

日（
必
着
）ま
で
に
情
報
シ
ス
テ

１５
ム
課
胃
３
３
１
２
倆
６
４
４
０
へ
。

　

ご
意
見
に
は
、
住
所
・
氏
名
（
在

勤
の
方
は
勤
務
先
の
名
称
と
所
在

地
、
在
学
の
方
は
学
校
名
と
所
在

地
）、事
業
者
の
方
は
事
業
所
の
名
称

と
所
在
地
、
代
表
者
の
氏
名
も
書
い

て
く
だ
さ
い
。

　

区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
電
子
掲
示
板

に
、
意
見
を
書
き
込
む
こ
と
も
で
き

ま
す
（
開
設
期
間
＝
５
月
１
日
㈭
～

　

日
㈭
）。

１５
　

改
定
案
の
全
文
は
、
区
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
ほ
か
、
閲
覧
場
所
で
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
概

要
と
そ
れ
に
対
す
る
区
の
考
え
方
な

ど
は
、
７
月
に
「
広
報
す
ぎ
な
み
」

な
ど
で
公
表
す
る
予
定
で
す
。

※
閲
覧
場
所
＝
情
報
シ
ス
テ
ム
課

（
区
役
所
東
棟
七
階
）、区
政
資
料

室
（
区
役
所
西
棟
二
階
）、
区
民
事

務
所
・
分
室
、
駅
前
事
務
所
、
図

書
館
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光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、
晴
天
で
風
が

弱
く
気
温
が
高
い
と
き
に
発
生
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

◇
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
が
発
生
し
た
ら

　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
が
発
生
し
、
注
意

報
が
発
令
さ
れ
た
と
き
は
、
区
内
一
一

八
カ
所
に
あ
る
防
災
行
政
無
線
屋
外
放

送
塔
の
霧
笛
音
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

（
下
図
）。
そ
の
ほ
か
、区
の
施
設
や
学

校
・
薬
局
な
ど
に
「
光
化
学
ス
モ
ッ
グ

注
意
報
発
令
中
」
の
垂
れ
幕
を
掲
出
し

ま
す
。注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
と
き
は
、

屋
外
運
動
は
控
え
、
な
る
べ
く
屋
外
に

出
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
自
動
車

の
使
用
は
、
で
き
る
だ
け
控
え
て
く
だ

さ
い
。

　

注
意
報
の
発
令
が
解
除
さ
れ
た
と
き

は
、
屋
外
放
送
塔
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

（
た
だ
し
午
後
７
時
ま
で
）。

◇
被
害
に
遭
っ
た
と
き

　

目
が
チ
カ
チ
カ
し
た
り
、
の
ど
が
痛

く
な
っ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
洗
眼
や
う

が
い
を
し
ま
し
ょ
う
。
息
苦
し
い
と
き

は
、
涼
し
い
と
こ
ろ
で
安
静
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　

被
害
に
遭
っ
た
と
き
は
、
杉
並
保
健

所
保
健
予
防
課
緯
３
３
９
１
倆
１
０
２

５
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
情
報
は
、
大
気
汚

染
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
緯
５
３
２
０

倆
７
８
０
０
や
都
環
境
局
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ 

h
ttp
://w

w
w
.ka
n
kyo
.

m
e
tro
.to
kyo
.jp

で
も
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
（
杉
並
区
は
、
都
内
八

つ
の
発
令
地
域
の
う
ち
区
西
部
地
域

に
あ
た
り
ま
す
）。

　
 

環
境
課
公
害
対
策
係

HP

問

都
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

◇
募
集
戸
数

①
家
族
向
・
単
身
者
向
（
一
般
募
集
住

宅
）　　
　
　
　
　
　
　
 
一
五
〇
三
戸

②
定
期
使
用
住
宅
（
若
年
フ
ァ
ミ
リ
ー

向
）　　
　
　
　
　
　
　
　
 
一
七
〇
戸

③
定
期
使
用
住
宅（
多
子
世
帯
向
）　　

三
〇
戸

④
若
年
フ
ァ
ミ
リ
ー
向　
　
　

二
五
戸

◇
申
込
書
・
募
集
案
内
の
配
付
期
間

　

５
月
７
日
㈬
～　

日
㈮
（
各
配
付
場

１６

所
の
休
業
日
を
除
く
）

◇
申
込
書
・
募
集
案
内
の
配
付
場
所

　

住
宅
課
（
区
役
所
西
棟
五
階
）、
福
祉

事
務
所
、
区
民
事
務
所
・
分
室
、
駅
前

事
務
所
。
区
役
所
で
は
夜
間
と
休
日
も

配
付
し
ま
す
。
ま
た
、
配
付
期
間
中
の

み
Ｊ
Ｋ
Ｋ
東
京
（
東
京
都
住
宅
供
給
公

社
）の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http
://w

w
w
.to
-ko
u
sya
.o
r.jp
/

か
ら
も
取
り

出
せ
ま
す
。

　

申
し
込
み
が
で
き
る
方
な
ど
の
詳
細

は
、
募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

們
們
〈
い
ず
れ
も
〉
們
們

　
 

申
込
書
を
郵
送
。
５
月　

日
ま
で

２０

に
渋
谷
郵
便
局
に
届
い
た
も
の
に
限
り

受
け
付
け
ま
す 

Ｊ
Ｋ
Ｋ
東
京
募
集
セ

ン
タ
ー
☎
３
４
９
８
倆
８
８
９
４
、
配

付
期
間
中
は
☎
０
５
７
０
倆
０
１
０
８

１
０
（
い
ず
れ
も
土
・
日
曜
日
、
祝
日

は
除
く
）
ま
た
は
区
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
＃
８
８
０
０ 

公
営
住
宅
入
居
あ
っ

せ
ん
の
詐
欺
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
ご

注
意
く
だ
さ
い

捌
高
齢
者
住
宅
み
ど
り
の
里 

あ
き
室
待
ち
登
録
者
募
集

　

み
ど
り
の
里
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
を
送
る
こ

HP

申

問他

と
が
で
き
る
よ
う
設
置
さ
れ
た
高
齢
者

住
宅
で
す
。

◇
登
録
期
間

　

７
月
１
日
㈫
～　

年
６
月　

日
㈫

２１

３０

（
こ
の
期
間
内
に
空
き
室
が
出
な
い
と

入
居
で
き
ま
せ
ん
）

◇
申
込
書
・
募
集
案
内
の
配
付
期
間

　

５
月
７
日
㈬
～　

日
㈮
（
各
配
付
場

１６

所
の
休
業
日
を
除
く
）

◇
募
集
登
録
世
帯
数

　

単
身
世
帯
用
＝
一
三
世
帯
、
二
人
世

帯
用
＝
八
世
帯

◇
住
宅
使
用
料
（
月
額
）

　

単
身
世
帯
＝
一
万
五
〇
〇
〇
円
～
三

万
九
六
〇
〇
円
、
二
人
世
帯
＝
一
万
九

四
〇
〇
円
～
五
万
六
一
〇
〇
円

◇
申
込
書
・
募
集
案
内
の
配
付
場
所

　

住
宅
課
（
区
役
所
西
棟
五
階
）、
福
祉

事
務
所
、
区
民
事
務
所
・
分
室
、
駅
前

事
務
所
。
区
役
所
で
は
夜
間
・
休
日
も

配
付
し
て
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
が
で
き
る
方
な
ど
の
詳
細

は
、
募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

們
們
〈
い
ず
れ
も
〉
們
們

　
 

申
込
書
を
郵
送
。
５
月　

日
ま
で

１８

に
杉
並
郵
便
局
に
届
い
た
も
の
に
限
り

受
け
付
け
ま
す 

住
宅
課 

抽
選
は
６

月
４
日
㈬
に
行
い
ま
す

問

問

他

都営住都営住宅宅
入居者を募集しま入居者を募集しますす

と

２０年度区民健康診査・がん検診のお知らせ
問い合わせは、区コールセンター緯♯８８００、緯３３７２崖８８００または杉並保健所健康推進課緯３３９１崖１０１５へ。

◆◆健康診査制度が変わり、現在２０年度区民健康診査実施に向け準備中です◆◆
今年度は、４月～６月生まれの方（※１）の受診券は、５月末～６月に発送予定です。この場合、受診期間は受診券発送翌月から３カ月間です。

すべての健（検）診の対象年齢は、２０年度中（４月～２１年３月）に誕生日を迎えた満年齢です。生活習慣病などで入院・加療中の場合は、受診する必要はありません。

◇区民健康診査◇　指定医療機関（受診券に実施機関一覧表を同封）で実施します。健康維持のため、生活習慣を見直すきっかけとしてお役立てください
備　考費　用受診期間対象者対象年齢健診名

【申込締切】郵送＝誕生月の２カ月前から誕生月の翌月末渇窓口＝受診期
間内の受診できる日まで渇申し込みの必要がない方＝②の対象者。①およ
び③の対象者で過去３年間に１回以上区民健診を受診した方
【希望検査項目＝区民健診を予約する際、各医療機関に申し込み】胸部Ｘ
線検査…３０～６４歳＝３００円渇大腸がん検診…４０歳以上＝２００円渇前立腺がん
検査（区内の指定医療機関でのみ実施）…５０・５５・６０・６５・７０歳＝７００円

無料
（希望検査項目は

有料）

（※１）誕生月の１日～末
日（誕生月に受診できな
かった場合は、誕生月の
翌々月の末日まで）

職場などで健診を受ける機会が
ない方３０～３９歳①成人健診

杉並区国民健康保険に加入して
いる方４０～７４歳②特定健診

長寿（後期高齢者）医療制度に加
入している方７５歳以上③長寿健診

猿生活保護を受給している方も、今までどおり区の健診を受けることができます猿４０～７４歳で杉並区国民健康保険以外の医療保険に加入している方は、各医療保険者（健康保険組合・政府管掌保険・
組合国保など）が実施する特定健診を受診してください。問い合わせは、各医療保険者または事業所などへ。

◇がん検診・成人歯科健康診査◇ 職場などで受診の機会がない方が対象です。がん検診は異常の有無を判断するものです。自覚症状のある方は診察をお勧めします。　
備　考費　用受診場所受診期間対象者検（健）診名

【申込締切（必着）】第１回＝６月１６日、第２回＝７月１４日、第３回
（最終）＝８月２２日※各締切日の月末に受診票を郵送

各１０００円各指定医療機関
（受診票に一覧表
を同封します）

７月１日～９月３０日
３５歳以上肺がん検診
５５歳以上喉頭がん検診

【申込締切】毎週金曜日（必着）。翌週に受診票を郵送。最終締切＝
２１年１月３０日
◆乳がん検診の受診期間◆
①４０歳代＝７月３１日まで②５０歳以上＝８月１日～１１月３０日③予
備期間（①②で受診できなかった方）１２月１日～２１年２月２８日

２１年２月２８日まで
１９年度中に受診し
ていない方

２０歳以上子宮がん検診

２１年２月２８日まで
年齢により異なります
（右記参照）

４０歳以上乳がん検診

対象者の方には、８月下旬に受診券を郵送します。申し込みは必
要はありません無料９月１日～１１月２９日３０・３５・４０・４５・５０・６０・７０歳成人歯科健診

区民健診、肺がん・喉頭がん・子宮がん・乳がん検診の申し込み方法  
ハガキに、（検〈健〉診ごとに１人１枚〈乳がん・子宮がんは１枚で可〉）に、①○○検（健）診希望②住所③氏名（フリガナ）④生年月日（年齢）⑤性別（乳がん・子宮がんは不要）
⑥電話番号を書いて、杉並保健所健康推進課（〒１６７崖００５１荻窪５崖２０崖１）へ

定員４０名
【申込締切】受診希望日の２週間前の火曜日必着１０００円杉並保健所３階

胃検診室
６月５日～２８日の木・金・
土曜日午前９時～午前中３５歳以上

６月の胃がん検診
猿次の方は申し込みをご遠慮ください　①胃の手術を受けたことがある②現在、胃および十二指腸の疾病加療中または経過観察中③妊娠中または妊娠の可能性がある④お
おむね１年以内に胃がん検診を受けた

胃がん検診の申し込み方法  
ハガキに、①胃がん検診希望②住所③氏名（フリガナ）④生年月日（年齢）⑤性別⑥電話番号⑦受診希望日（第３希望まで）を書いて、杉並区医師会胃がん検診担当（〒１６６崖０００４
阿佐谷南３崖４８崖８）へ

猿各検（健）診の費用は、受診する窓口でお支払いください。　なお、生活保護世帯および中国残留邦人などの生活支援給付対象者の方は、費用が免除されますので、受診前に、杉並
保健所健康推進課または各保健センターへお問い合わせください（要申請）。

みどりのみどりの里里

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
ご
注
意
く
だ
さ

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
ご
注
意
く
だ
さ
いい
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児
童
手
当
～
該
当
す
る
と
思
わ

れ
る
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い

　

小
学
校
修
了
前
（　

歳
到
達
後
最

１２

初
の
３
月　

日
ま
で
）
の
児
童
を
養

３１

育
し
て
い
て
、
次
の
要
件
を
満
た
す

方
は
、
児
童
手
当
を
受
給
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

◇
対
象
と
な
る
方

①
区
に
住
所
が
あ
る
こ
と
（
在
留
資

格
の
あ
る
外
国
人
を
含
む
。
た
だ

し
短
期
滞
在
な
ど
を
除
く
）

②
申
請
者
の
所
得
金
額
が
左
記
の
所

得
限
度
額
未
満
で
あ
る
こ
と

◇
所
得
制
限

　
　

年
中
の
所
得
金
額
か
ら
表
B
で

１９
該
当
す
る
控
除
額
を
差
し
引
い
た
後

の
金
額
が
、
表
A
の
限
度
額
未
満
で

あ
れ
ば
対
象
に
な
り
ま
す
。

※
給
与
所
得
者
＝
源
泉
徴
収
票
の

「
給
与
所
得
控
除
後
の
金
額
」。

　

事
業
所
得
者
＝
確
定
申
告
書
の

「
所
得
金
額
」。

◇
手
当
月
額

◎
３
歳
未
満
＝
一
律
一
万
円

◎
３
歳
以
上
＝
第
一
子
・
第
二
子
＝

各
五
〇
〇
〇
円
／
第
三
子
以
降
＝
一

万
円

◇
申
請
場
所

　

子
育
て
支
援
課
（
区
役
所
東
棟
三

階
）、
区
民
事
務
所
・
分
室
、
駅
前
事

務
所
（
子
育
て
支
援
課
は
郵
送
に
よ

る
申
請
も
可
）。

◇
そ
の
他

①
す
で
に
手
当
を
受
給
し
て
い
て
、

養
育
し
て
い
る
児
童
の
人
数
が
変

わ
ら
な
い
方
は
、
申
請
を
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん

②
申
請
を
し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
支

給
し
ま
す
。
５
月　

日
ま
で
に
申

３１

請
を
す
れ
ば
、
６
月
分
か
ら
手
当

が
受
け
ら
れ
ま
す

③
過
去
に
手
当
を
受
け
て
い
た
方

で
、
所
得
制
限
な
ど
に
よ
り
受
給

資
格
が
な
く
な
っ
た
方
で
も
受
給

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す

※
個
別
に
お
知
ら
せ
は
送
付
し
て
い

ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

們
們
〈
い
ず
れ
も
〉
們
們

　
 

子
育
て
支
援
課
子
ど
も
医
療
・

手
当
係

ひ
と
り
親
家
庭
の
お
母
さ
ん
の

就
労
自
立
を
支
援
し
ま
す

◇
杉
並
区
母
子
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
策
定

　

ひ
と
り
親
の
お
母
さ
ん
の
就
労
自

立
を
支
援
す
る
た
め
に
、
子
育
て
の

状
況
や
希
望
職
種
な
ど
に
つ
い
て
、

 
問

相
談
員
が
お
聞
き
し
た
上
で
、
各
人

の
状
況
に
合
っ
た
総
合
的
な
自
立
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
ま
す
。

◇
杉
並
区
母
子
家
庭
高
等
技
能
訓
練

促
進
費

　

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
が
、
看
護

師
な
ど
就
職
に
結
び
つ
き
や
す
い
資

格
取
得
を
め
ざ
し
修
業
中
の
場
合

に
、
一
定
の
期
間
、
訓
練
促
進
費
を

支
給
す
る
制
度
で
す
。

　

対
象
者
・
対
象
と
な
る
資
格
・
支

給
内
容
な
ど
の
詳
細
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
杉
並
区
母
子
家
庭
自
立
支
援
教
育

訓
練
給
付
金

　

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
が
、
区
の

指
定
を
受
け
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
資
格

取
得
講
座
な
ど
を
受
講
し
た
場
合

に
、
受
講
終
了
後
に
受
講
料
の
一
部

を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

　

対
象
者
・
対
象
と
な
る
講
座
・
支

給
割
合
お
よ
び
支
給
金
額
な
ど
の
詳

細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

們
們
〈
い
ず
れ
も
〉
們
們

　
 

子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家
庭
支

援
係
ひ
と
り
親
家
庭
支
援
担
当
緯
５

９
２
９
倆
１
９
０
２
胃
５
９
２
９
倆

１
９
０
３

平
日
の
相
談
時
間
を
延
長
し

休
日
相
談
を
実
施
し
ま
す

　

年
金
手
帳
や
年
金
証
書
な
ど
本
人

確
認
が
で
き
る
も
の
、
代
理
人
の
場

合
は
、
本
人
の
委
任
状
と
代
理
人
の

身
分
を
証
明
す
る
も
の
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

◇
平
日
の
相
談
時
間
延
長　

　
 

月
～
金
曜
日
午
前
８
時　

分
～

３０

午
後
７
時

◇
休
日
相
談

　
 

５
月
３
日
㈷
・　

日
㈯
・　

日

１０

１１

㈰
午
前
９
時　

分
～
午
後
４
時

３０

們
們
〈
い
ず
れ
も
〉
們
們

　
 
・ 

杉
並
社
会
保
険
事
務
所（
高

問時時場
 
問

円
寺
南
２
們　

們
９
☎
３
３
１
２
倆

５４

１
５
１
１
） 

車
で
の
来
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い

介
護
保
険
料
特
別
徴
収
額
を

平
準
化
し
ま
す

　

現
在
介
護
保
険
料
が
特
別
徴
収

（
年
金
天
引
き
）
さ
れ
て
い
る
方
の

う
ち
、　

年
度
上
半
期
分
（　

年
４

１９

１９

月
・
６
月
・
８
月
）
の
特
別
徴
収
額

と
下
半
期
分
（　

年　

月
・　

月
・

１９

１０

１２

　

年
２
月
）
の
差
が
著
し
い
方
に
対

２０し
て
、　

年
度
上
半
期
で
年
間
保
険

２０

料
の
約
半
額
が
賦
課
さ
れ
る
よ
う
調

整
を
行
い
、
下
半
期
以
降
の
特
別
徴

収
額
が
で
き
る
だ
け
均
等
に
な
る
よ

う
に
し
ま
し
た
（
特
別
徴
収
額
の
平

準
化
）。

　

今
回
、
こ
の
特
別
徴
収
額
の
平
準

化
に
該
当
す
る
方
に
は
、
５
月　

日
１５

㈭
に
、
６
月
・
８
月
分
特
別
徴
収
額

の
通
知
書
を
送
り
ま
す
。

　
　

月
以
降
の
保
険
料
額
は
、　

年

１０

２０

度
区
民
税
等
を
基
に
改
め
て
計
算

し
、
７
月
中
旬
に
通
知
し
ま
す
。

　
 

介
護
保
険
課
資
格
保
険
料
係

住
宅
の
耐
震
無
料
相
談
会

◇
耐
震
無
料
相
談
会

　
 

・ 

建
物
の
耐
震
診
断
や
耐
震

改
修
の
無
料
相
談
会
＝
５
月　

日
㈬

１４

午
後
１
時
～
４
時
（
次
回
は
６
月　
１１

日
㈬
を
予
定
）
▽
建
築
総
合
無
料
相

談
会
＝
毎
週
火
曜
日
午
後
１
時
～
４

時
（
祝
日
を
除
く
） 

区
役
所
一
階

ロ
ビ
ー 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場

へ 

図
面
な
ど
が
あ
る
場
合
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い

◇
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
や
耐
震
改

修
を
強
く
勧
め
る
業
者
が
い
ま
す

が
、
区
と
は
一
切
関
係
が
あ
り
ま
せ

他

 
問時

内

場

費

申

他

ん
。
不
審
に
思
っ
た
ら
早
め
に
区
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

們
們
〈
い
ず
れ
も
〉
們
們

　
 

建
築
課
建
築
防
災
係

書
類
と
手
続
き
・
社
会
保
険
・

行
政
に
関
す
る
相
談
会

　

相
続
や
金
銭
に
関
す
る
法
的
書
類

の
作
成
や
、
年
金
・
社
会
保
険
の
相

談
、
国
の
仕
事
へ
の
苦
情
な
ど
を
行

政
書
士
・
社
会
保
険
労
務
士
・
行
政

相
談
委
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

　
 

５
月
９
日
㈮
午
後
１
時
～
４
時

 

区
役
所
一
階
ロ
ビ
ー 

無
料 

当

日
、
直
接
会
場
へ 

都
行
政
書
士
会

杉
並
支
部
☎
０
１
２
０
倆
５
６
７
倆

５
３
７
ま
た
は
区
政
相
談
課 

関
係

資
料
が
あ
る
場
合
は
持
参
し
て
く
だ

さ
い

住
居
表
示
の
実
態
調
査

　

５
月
～　

年
３
月
に
、
荻
窪
・
高

２１

井
戸
東
・
下
高
井
戸
地
域
で
実
施
し

ま
す
。
住
居
表
示
の
状
況
を
調
べ
整

備
す
る
も
の
で
、
建
替
え
や
増
改
築

な
ど
を
行
っ
て
い
る
建
物
で
届
出
を

し
て
い
な
い
場
合
は
、
届
出
書
を
配

付
し
ま
す
。
破
損
し
て
い
る
住
居
表

示
プ
レ
ー
ト
や
街
区
表
示
板
の
は
り

替
え
も
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
 

区
民
課
管
理
係

「
座
・
高
円
寺
」の
利
用

　

杉
並
芸
術
会
館
「
座
・
高
円
寺
」

（
高
円
寺
北
２
們
１
們
２
）
は
、　
２１

年
５
月
の
オ
ー
プ
ン
後
、
様
々
な
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

事
業
の
詳
細
は
現
在
計
画
中
で
す
。

　

「
座
・
高
円
寺
」
に
は
小
劇
場
・

区
民
ホ
ー
ル
・
阿
波
踊
り
ホ
ー
ル
の

三
つ
の
ホ
ー
ル
を
設
け
、
区
民
ホ
ー

ル
・
阿
波
踊
り
ホ
ー
ル
の
利
用
受
付

は　

月
か
ら
の
予
定
で
す
。
小
劇
場

１１ 問時

 
場

費

申

問

他

問

で
は
主
に
演
劇
な
ど
の
舞
台
芸
術
の

普
及
振
興
事
業
を
実
施
し
、
事
業
を

実
施
し
な
い
と
き
に
は
貸
し
出
し
を

行
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、

「
広
報
す
ぎ
な
み
」
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
て
い
き
ま
す
。

　
 

杉
並
芸
術
会
館
準
備
室
☎
５
８

７
６
倆
７
７
３
１

図
書
館
の
臨
時
休
館

　

図
書
館
で
は
、
特
別
整
理
（
蔵
書

点
検
な
ど
）
を
行
う
た
め
、
臨
時
休

館
し
ま
す
（
左
表
の
と
お
り
）。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
休

館
日
に
ご
注
意
の
上
、
図
書
館
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
臨
時
休
館
中
は
、
当
該
図

書
館
の
本
な
ど
も
通
常
通
り
予
約
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
が
時
間
が
か
か

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
 

各
図
書
館

証
明
書
自
動
交
付
機 

利
用
時
間
の
変
更

　

５
月　

日
㈪
、
６
月
５
日
㈭
は
、

１２

デ
ー
タ
更
新
作
業
の
た
め
区
内
す
べ

て
の
証
明
書
自
動
交
付
機
の
利
用
時

間
は
午
後
８
時
ま
で
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

問問

ま
す
。

　
 

課
税
課
区
民
税
係
ま
た
は
区
民

課
証
明
係

位
置
探
索
機
器
の
貸
し
出
し

　

知
的
障
害
者
（
児
）
の
方
が
行
方

不
明
に
な
っ
た
場
合
、
位
置
探
索
機

器
を
利
用
し
て
介
護
者
に
位
置
情
報

を
提
供
し
ま
す
。

　
 

区
内
在
住
で　

歳
未
満
の
愛
の

６５

手
帳
所
持
者
を
在
宅
で
介
護
し
て
い

る
方 

障
害
者
施
策
課
障
害
者
福
祉

係 

所
得
制
限
や
自
己
負
担
が
あ
り

ま
す

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を 

設
置
し
ま
す

　

ボ
タ
ン
ひ
と
つ
で
救
急
要
請
の
で

き
る
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し

ま
す
。

　
 

区
内
在
住
で　

歳
未
満
の
一
人

６５

暮
ら
し
な
ど
で
、
身
体
障
害
者
手
帳

一
・
二
級
の
方
、
都
難
病
医
療
費
助

成
制
度
に
該
当
す
る
方 

障
害
者
施

策
課
障
害
者
福
祉
係
ま
た
は
杉
並
福

祉
事
務
所
（
荻
窪
☎
３
３
９
８
倆
９

１
０
４
、
高
円
寺
☎
５
３
０
６
倆
２

６
１
１
、
高
井
戸
☎
３
３
３
２
倆
７

２
２
１
）

捌
梢福
 

い
た
る
セ
ン
タ
ー 

障
害
児
日
帰
り
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
の
施
設
が
増
え
ま
し
た

　

準福
 

い
た
る
セ
ン
タ
ー
の
施
設
が
二

カ
所
に
な
り
、　

歳
ま
で
の
障
害
児

１８

を
対
象
と
し
た
施
設
「
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｕ
倆

Ｃ
Ｏ
（
マ
ル
コ
）」
が
新
し
く
始
ま
り

ま
し
た
。
ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
 

・ 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｕ
倆
Ｃ
Ｏ
（
天
沼

２
們　

們
９
荻
窪
北
マ
ン
シ
ョ
ン　

１６

１０２

号
☎
３
３
９
８
倆
２
２
４
１
） 

成

人
の
方
は
引
き
続
き
「
ク
ロ
ー
バ
ー

（
天
沼
１
們　

們　

☎
３
３
９
８
倆

１５

１８

２
２
４
１
）」
を
ご
利
用
く
だ
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◇表Ｂ　所得からの控除額
８万円一律控除
２７万円勤労学生・寡婦・寡夫控除
３５万円特別寡婦控除
２７万円障害者控除（１人につき）

４０万円特別障害者控除（１人につき）

控除相当額雑損・医療費・小規模企業共済
等掛金控除

６万円老人扶養控除（１人につき）

〈児童手当の所得制限〉
◇表Ａ　所得限度額（２０年５月１日現在）

厚生年金
加入者

国民年金加入者・
年金未加入者

扶養人数
（税法上）

５３２万円４６０万円０人

５７０万円４９８万円１人

６０８万円５３６万円２人

６４６万円５７４万円３人
 ※以下扶養人数が１人増すごとに所得限度額　
は３８万円増加します。
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〈図書館の５月～７月の臨時休館日〉
休館日図書館

５月１２日㈪～１６日㈮柿木☎３３９４崖３８０１
５月２６日㈪～３０日㈮南荻窪☎３３３５崖７３７７
６月２日㈪～６日㈮成田☎３３１７崖０３４１
６月１６日㈪～２３日㈪高井戸☎３２９０崖３４５６
６月３０日㈪～７月４日㈮下井草☎３３９６崖７９９９
７月７日㈪～１０日㈭方南☎５３５５崖７１００

７月２０日㈰～２３日㈬高井戸地域区民センター図
書室☎３３３１崖７８４１
※休館日には定例休館日も含まれています。

障
害
の
あ
る
方
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　競技大会

★エマニュエル・パユ＆オーストラリア室
内管弦楽団　 １０月３日㈮午後７時開演 
曲目＝ビバルディ「フルート協奏曲集より
『海の嵐』」ほか Ｓ席７５００円ほか チケッ
ト販売窓口＝杉並公会堂緯５３４７崖４４５０ほか
 ・ 杉並公会堂

★東京理科大学管弦楽団「春季定期演奏会」
　 ５月１１日㈰午後１時３０分～４時 杉並
公会堂 曲目＝チャイコフスキー「交響曲
第５番」ほか ８００円（区民無料。確認でき
るものを持参） 当日、直接会場へ 同大
学管弦楽団緯０８０崖５４０６崖２２６７

★城西病院ホスピタリティコンサート〜低
音の魅力　 ５月１６日㈮午後７時開演 城
西病院 曲目＝ベートーベン「チェロソナ
タ第１番」ほか ７０名（先着順） 無料 
当日、直接会場へ 同病院緯３３９０崖４１６６

★２１世紀のバッハ演奏会「若き日のバッハ」
　 ５月２５日㈰午後２時開演 杉並公会堂
 曲目＝「カンタータ第４番『キリストは死
の縛めうけて』」ほか ３５００円 チケット販
売窓口＝チケットぴあ緯０５７０崖０２崖９９９０ 東
京バロック・スコラーズ緯０９０崖６０３４崖２１３８

★荻窪音楽祭〜五月晴れの空・輝く音色と
交流　 ５月１６日㈮～１８日㈰ 荻窪地域各
施設、店舗ほか ・ 電話で、同祭事務局
緯５３４７崖０２４４へ 詳細は荻窪音楽祭ホーム
ページかコンサートガイドをご覧ください

★八雲オーケストラ定期演奏会　 ６月１
日㈰午後２時開演 杉並公会堂 曲目＝ベ
ートーベン「交響曲第３番『英雄』」ほか 
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５００円（高校生以下は無料。小学生は保護者
同伴） 当日、直接会場へ 同オーケスト
ラ・大塚緯３３３１崖４６９７

★杉並短歌連盟「夏の歌会」　 ６月２１日㈯
午後１時～４時 セシオン杉並 無料 当
日、直接会場へ 同連盟・秋葉緯３３３８崖３７７４
 作品募集＝ハガキ（７面記入例参照）に
未発表の作品（１人１首）も書いて、５月２４
日（消印有効）までに同連盟事務局・秋葉（〒
１６６崖０００１阿佐谷北３崖９崖４）へ。５月３０
日詠草発送。６月１０日互選締切

★親子で野外体験会　 ５月１１日㈰午前１０
時～午後１時 大宮八幡宮境内スカウトの
森 就学前の子ども～小学生とその保護者
 １６０名（先着順） 無料 当日、直接会場
へ ガールスカウト東京第６２団・餌取（え
とり）緯３３２７崖９９５２

★阿佐谷グリーンマーケット「鉢物、植木
類、野菜の展示即売会」　 ５月１０日㈯・１１
日㈰午前１０時～午後４時（売切れ次第終了）
 阿佐谷神明宮境内 当日、直接会場へ 
阿佐谷グリーンマーケット実行委員会緯
３３３０崖４８２４

★絵画展示会〜絵画グループ燦（さん）　 
５月１０日㈯～１４日㈬午前１０時～午後６時
（初日は午後１時から。最終日は午後４時
まで） セシオン杉並 無料 当日、直接
会場へ 依田緯３３１３崖４６００

★若手あとおし落語会「金原亭馬治・金原
亭馬吉兄弟会」　 ５月１７日㈯午後２時 
勤労福祉会館 ７０名 ８００円、ペア券１５００円
 当日、直接会場へ 杉並区文化協会☎
５３４７崖４３６６

★杉並清掃工場見学会（５月分）　 ５月２４
日㈯午後１時３０分～３時 杉並清掃工場 
５０名 無料 ・ 電話で、５月２２日までに
東京二十三区清掃一部事務組合総務課広
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報・人権係緯６２３８崖０６１５へ（先着順）

★元気のみなもと！おぢや田植え体験ツア
ー　 ５月２４日㈯～２５日㈰（１泊２日） 
新潟県小千谷市 ３０名 大人１万円、１２歳
以下 ８０００円、未就学児 １０００円（子育て応
援券利用可） ・ 電話で、５月１５日まで
にＮＰＯ法人グリーンライフおぢや☎０２５８
崖８１崖７８１２へ（先着順）

★㈳杉並区シルバー人材センター　リサイ
クル自転車の販売　 ５月１９日㈪咳２１日㈬
午前１１時咳午後４時 リサイクル自転車作
業所 １台６５００円咳１万５０００円 直接、同
作業所へ（先着順） ㈳杉並区シルバー人
材センター☎３３１７崖２２１７

★区民健康講座「お口の健康と全身疾患と
のかかわり」　 ・ ・ ５月１５日㈭①午前
１１時～正午＝ブラッシングレッスン②午後

時 場

定 費

申 問

時

場

費 申

問

時 内 師

０時２０分～４時１０分＝講演（元東京都監察
医務院院長・上野正彦ほか） 杉並公会堂
 区内在住・在勤の方 ①５０名②８００名（い
ずれも先着順） 無料 当日、直接会場へ
 区歯科医師会☎３３９３崖０３９１

★「気軽にオンステージ」邦楽演奏会参加
者募集　 ７月２９日㈫ セシオン杉並 ５
分以内２万円～ ・ 電話で、５月１６日ま
でに日本の伝統音楽を守る会・田村緯３２２０崖
２０４０へ

場

対 定

費 申

問

時 場 費

申 問

捌区民体育祭秋季大会
◇軟式野球（学童の部）
　 ６月１日㈰～ 下高井戸運動場（下高
井戸３崖２６崖１）ほか 区内在住・在学の
小学生で２０年度連盟登録チーム １チーム
高学年５０００円、低学年３０００円 申込用紙（請
求方法はお問い合せください）を、５月４
日（必着）までに区少年軟式野球連合協議
会・加納昭（〒１６７崖００３４桃井２崖２崖７崖
２０１）へ郵送、ファクスまたは持参 同協議
会・加納緯・胃３３９０崖１０６９（午前１０時～午
後６時） 審判も同時に募集します

捌杉並区卓球選手権大会
　 ６月８日㈰午前９時（区共催） 荻窪
体育館（荻窪３崖４７崖２） 種目＝男女別
シングルス（年代別）・ダブルス 区内在住・
在勤・在学の方または区内のクラブに所属
し東京都卓球連盟に加盟している方 シン
グルス８００円（高校生以下４００円）、ダブルス
１６００円 参加種目・住所・氏名・年齢・電
話番号・所属チームを書いて、５月２８日
（必着）までに区卓球連盟事務局（〒１６６崖
０００４阿佐谷南１崖７崖１）へ参加費を郵送（現
金書留） 同連盟・田崎緯３３１４崖６６２４（午
前１０時～午後５時）

捌区民体育祭スポーツ・レクリエーション
大会
◇ソフトバレーボール
　 ６月８日㈰午前９時～午後７時 上井
草スポーツセンター（上井草３－３４－１）
 フリーの部（コート内男子自由）、混合の
部・シニアの部（コート内男子２名以下）、女
子の部 区内在住・在勤・在学で中学生以
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上の方 ３６チーム １チーム３０００円 申込
用紙（区体育館にあります）と参加費を、
５月２４日（必着）までに区ソフトバレーボ
ール連盟・亀山米子（〒１６７－００４２西荻北５
崖７崖１１崖４１０）へ郵送（現金書留）または
持参 同連盟・亀山緯・胃５９３８崖８３３１

捌ラージボール卓球　○さ 教室番号「０４３２」
　 ６月３日～７月８日の毎週火曜日、午
前１１時～午後１時（計６回） 荻窪体育館
 区内在住・在勤・在学で６０歳以上の初心
者 ７０名（抽選） １５００円 往復ハガキ
（７面記入例参照）に生年月日も書いて、
５月９日（必着）までに荻窪体育館（〒１６７
崖００５１荻窪３崖４７崖２）へ 同体育館緯３２２０
崖３３８１

捌太極拳　○さ 教室番号「０４５０」
　 ６月９日～７月１４日の毎週月曜日、午
後３時～５時（計６回） 大宮前体育館 
区内在住・在勤・在学で１６歳以上の方 ５０
名（抽選） １６００円 往復ハガキ（７面記
入例参照）に生年月日も書いて、５月１２日
（必着）までに大宮前体育館（〒１６８崖００８１
宮前２崖１１崖１１）へ 同体育館緯３３３４崖４６１８
 ３歳～就学前の託児あり（事前申込制）

捌アクアエクササイズ　○さ 教室番号「０４５７」
　 ６月６日～７月１１日の毎週金曜日、午
前１０時～正午（計６回） 高井戸温水プー
ル 区内在住・在勤・在学で６０歳以上の健
康な方 ３０名（抽選） ２２００円 往復ハガ
キ（７面記入例参照）に生年月日も書いて、
５月１３日（必着）までに高井戸温水プール
（〒１６８崖００７２高井戸東３崖７崖５）へ 同
プール緯３３３１崖８６５２

捌シニアゴルフ　レベルアップ講座
　 ５月３０日㈮午後２時４５分～４時１５分 
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ハイランドセンター（高井戸東３崖１１崖７）
 区内在住・在勤・在学でおおむね６０～７０
歳の方 １８名（抽選） ２０３０円（施設使用
料ほか） 往復ハガキ（７面記入例参照。
２名まで連記可、重複申込不可）に生年月
日も書いて、５月１３日（必着）までに財杉
並区スポーツ振興財団（〒１６６崖０００４阿佐谷
南１崖１４崖２みなみ阿佐ケ谷ビル８階）へ
 同財団緯３３１２崖２１１１代 ゴルフクラブの
無料貸し出しあり

捌わいわいスポーツ教室〜レクリエーショ
ンで遊ぼう
　障害の程度の重い方のための楽しいスポ
ーツ教室です。
　 ５月２４日㈯午前１０時～正午 杉並第十
小学校（和田３崖５５崖４９） 区内在住・在
勤・在学で１５歳以上の障害の程度が重い方
 ３０名（抽選） 無料 申込書（社会教育
スポーツ課〈区役所東棟６階〉、福祉事務所、
区体育施設にあります）を、５月９日（必
着）までに社会教育スポーツ課へ郵送また
は持参 同課 ①一般の交通機関の利用が
困難な方はリフト付きバスの送迎が利用で
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問 他
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問 他

きます②当日参加者と一緒に楽しんでいた
だくボランティアを募集しています

捌青空体力づくり講座（リズム体操）
　 ６月６日㈮午前１０時～正午（受付＝９
時４５分～。区共催） 荻窪体育館（荻窪３
崖４７崖２） 財三橋体育研究所理事長・三
橋和子 区内在住・在勤・在学の方 ８０名
 ２００円（保険料含む。当日会場で納入） 
往復ハガキ（７面記入例参照）で、５月２４
日（必着）までに杉並区青空体力づくり指
導員・笠原武子（〒１６８崖００６３和泉４崖１７崖
３３）へ（先着順） 杉並区青空体力づくり
指導員協議会・近藤緯３３９０崖９４３７ 運動の
できる服装で運動靴（上履き）を持参して
ください

捌子どもの日のイベント
　５月５日㈷のこどもの日に各種スポーツ
体験や模範演技などの催しを開催します。
　 ・ 下表のとおり 無料 当日、直接
会場へ ・ 上井草スポーツセンター（上
井草３崖３４崖１☎３３９０崖５７０７）
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○さ の教室は、杉並区公共施設予約システム「さざんかねっと（スポーツ施設）」から申し込みできます。スポーツ施設用の個
人利用者登録が必要です。申し込みは５月１日午前８時３０分からハガキ締切日まで。

〈子どもの日イベント〉
体育室

バウンドテニス・パドルテニス・ソフトバレーボー
ル・インディアカ体験午前１１時１５分～午後０時４５分

卓球・バスケットボール・バドミントン・ミニテニス
体験午後１時１５分～２時４５分

小体育室
キッズダンススクール発表会午前１１時３０分～１１時４５分
なぎなた・剣道・居合道模範演技正午～午後１時１５分
合気道・太極拳・空手模範演技午後１時４５分～２時４５分

運動場
すぎなみスポーツデビュー午前１１時３０分～午後２時３０分

弓道場
弓道体験午後１時１５分～２時４５分
アーチェリー体験午後３時１５分～４時４５分

襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

〈ゆうゆう館（旧敬老会館）の催し〉
費　用日　時内容などゆうゆう館名

１回３００円
６月４日～９月３日の毎
月第１水曜日、午前１０時
～１１時３０分

インド古来の健康
法「ヨガ教室」で
リフレッシュ

浜田山館
（浜田山４崖１８崖３１
☎・胃３３１５崖７８１５）

１０００円５月２１日㈬
午後６時～８時

夕焼けサロン神崎
先生のハワイ四方
山話・音楽編

高井戸西館
（高井戸西１崖１７崖５
☎・胃３３３２崖１０７６）

７０００円
５月２４日～７月２６日の毎
月第４土曜日、午前１０時
３０分～正午（計３回）

素敵な笑顔を！フ
ェイスストレッチ
ングスクール

久我山館
（久我山５崖８崖８
☎・胃３３３２崖２０１１）

１回１０００円６月１日㈰・８日㈰
午後１時～３時フラダンス

方南館
（方南１崖５１崖７
☎・胃３３２４崖１１７１）

基礎＝８０００円
応用＝６０００円

基礎＝５月２３日～６月１３
日（計４回）▷応用＝６
月２０日～７月４日（計３
回）／いずれも㈮午後３
時３０分～５時３０分

初めてのWord講
習会（基礎／応用）

高井戸東館
（高井戸東３崖１４崖９
☎・胃３３０４崖９５７３）

※申し込み、問い合わせは、各ゆうゆう館へ。

　その他

　講演・講座

　催し

　スポーツ教室

　その他

訂正とおわ訂正とおわびび ４月２１日付広報３
面「宿泊施設ガイ

ド」の秋川荘６月の利用申し込みは５月
１２日㈪から（１２日は電話のみ）、４・５面な
かま集まれの「お菓子を一緒に作りませ
んか」尾形さんの電話番号は☎０８０崖３７１６崖
６６５９、「ゲートボール　若草会」小川さん
の電話番号は☎３３９６崖３８５３の誤りでした。
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〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日 【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

氏　名地区名
井上　啓輔

成　田
（７名）

岩田　千惠子
兼氏　久仁子
北原　登美子
高橋　アサ子
高橋　ツネ
三浦　とし江
岡　厚子

荻　窪
（６名）

倉持　雅代
佐藤　直文
鈴木　壽美
千葉　八千代
増澤　尚子
奥野　倶養

上荻窪
（３名） 北　志郎

齋藤　久子
江ノ本　佳子

清沓中通
（４名）

嘉納　恵美子
古屋　政雄
宮坂　弘子
尾崎　英治

下井草
（５名）

近藤　榮
諏佐　満里
鈴木　洋子
村上　辰枝
伊藤　千代子

上井草
（６名）

尾崎　美代子
小美野　愼一
柿澤　好治
片岡　康子
渡邉　一郎

◇おもちゃのクリニック
　 ５月１８日㈰午後１時～４時（受付は３時まで）
 １０名（１人１点） 無料（部品代は実費） 電話
で、リサイクルひろば高井戸へ（先着順）
◇自転車の手入れ方法とパンクの直し方
　 ５月１８日㈰午後１時～３時３０分 １４名 １３０円
 電話で、リサイクルひろば高井戸へ（先着順）

──〈いずれも〉──
　 ・ リサイクルひろば高井戸（高井戸東３崖７
崖４☎３３３１崖４３６０／水・木曜休館）

◇春のチョウ観察会～大宮八幡宮⇔和田堀公園
　 ５月１８日㈰午前９時～正午 集合場所＝大宮八
幡宮内清涼殿前（大宮２崖３崖１） 昆虫研究者・
北原俊幸 区内在住・在勤・在学の方（小学３年生
以下は保護者同伴） ３０名（先着順） ５０円（保険
料） 当日、直接集合場所へ 同くらぶ蝶の来る街
部会・浅岡☎５９３８崖２６８８
◇きれいにカエル隊♪
　 ５月１０日㈯午前９時～１０時（雨天実施） 阿佐
谷地区＝集合場所＝区役所青梅街道側玄関前、清掃
場所＝中杉通り、青梅街道沿い渇高円寺地区＝集合
場所＝高円寺障害者交流館前（高円寺南２崖２４崖１８）、
清掃場所＝高円寺南４丁目信号から青梅街道 無料
 当日、直接集合場所へ 同くらぶきれいにカエル
隊・牧野☎３３１６崖２３７８（午前中） 軍手をお持ちの

時
定 費 申

時 定 費
申

場 問

時 場
師

対
定 費

申 問

時 場

費
申 問

他

方は持参してください。身軽な服装でお越しくださ
い。荷物置き場はありません

猿天文の夕べ　観望会「月と火星の接近」
　春の星座をたどったり、科学館の天体望遠鏡で月
や火星などを観察して楽しみましょう。
　 ５月１０日㈯午後６時３０分～８時３０分 科学館
（清水３崖３崖１３） 区内在住・在勤・在学で小学
４年生以上の方（中学生以下は保護者同伴） 無料
 当日、直接会場へ 科学館☎３３９６崖４３９１ 雨天・
曇天の場合はプラネタリウムで「天文の話」をしま
す

猿かっぽれと手話ダンス～皆で合唱しましょう
　 ５月２４日㈯午後１時３０分～４時 杉の樹ホール
（高井戸東３崖７崖５高齢者活動支援センター１階）
 出演＝かっぽれ＝歩歩の会、手話ダンス＝横田夢、
合唱指導＝加納成子 １００名 無料 当日、直接会場
へ 杉の樹大学ＯＢ連合会・中島☎３３３１崖１８４９

猿区民科学教室「シルバーアクセサリーつくり」
　 ５月３１日㈯午後１時３０分～４時 科学館 区内
在住・在勤・在学で中学生以上の方 ２０名（抽選）
 ２０００円 往復ハガキ（記入例参照）で、５月１０日（必
着）までに科学館（〒１６７崖００３３清水３崖３崖１３）へ
 科学館☎３３９６崖４３９１

猿支援セミナー「補助犬（介助犬・盲導犬・聴導犬）
にできること」
　 ５月３１日㈯午後１時３０分～４時３０分 杉並障害
者福祉会館（高井戸東４崖１０崖５） 区内在住・在
勤・在学の障害者とその家族、支援者 無料 ・ 
電話またはファクス（記入例参照）で、５月２５日ま
でに障害者福祉会館運営協議会☎３３３２崖６１２１胃３３３５崖
３５８１へ

猿要約筆記講習会
　聴覚障害者および高齢難聴者への文字によるコミ
ュニケーション支援方法を学びます。
　 ・ ①入門講座＝５月１７日㈯午後１時３０分～４
時②要約筆記講習会＝６月４日～１０月１日の毎週水
曜日午後２時～４時（計１６回。８月１３日・２０日を除
く） 障害者福祉会館 区内在住・在勤・在学で１８
歳以上の方 ②２０名（抽選） 無料（教材費別） 
①当日、直接会場へ②往復ハガキ（記入例参照）に
在勤・在学者は勤務先または学校名も書いて、５月

時 場
対

費
申 問 他

時 場

内
定 費 申

問

時 場 対
定

費 申

 
問

時 場
対
費 申 問

時 内

場 対
定 費 申

２３日（必着）までに障害者福祉会館運営協議会事務
局（〒１６８崖００７２高井戸東４崖１０崖５）へ 同事務局
☎３３３２崖６１２１胃３３３５崖３５８１

◇デイサービスでの転倒予防体操
　 ５月１７日㈯午前１０時～正午 高円寺北ふれあい
の家（高円寺北３崖２０崖８） １５名 無料 ・ 電
話で、高円寺北ふれあいの家☎３３３０崖４９０３へ（先着
順） 動きやすい服装でお越しください
◇認知症「この街で暮らす」～介護の現場から
　 ５月２３日㈮午後２時～４時 永福和泉地域区民
センター（和泉３崖８崖１８） グループホームなご
み高井戸・芹田晃久 ３０名 無料 ・ 電話で、ケ
ア２４永福☎５３５５崖５１２４へ（先着順）

猿学校開放公開講座「杉十小・郷土史文化講座」
　 ・ 下表のとおり 杉並第十小学校（和田３崖
５５崖４９） 区内在住・在勤・在学の方 各回７０名
（先着順） 無料 当日、直接会場へ 杉十小開放
管理事務室☎３３１１崖２５２３（月～金曜日＝午後５時～
８時、土・日曜日＝午前９時～午後８時）

問

時 場
定 費 申 問

他

時 場
師

定 費 申 問

時 内 場
対 定
費 申 問　リサイクルひろば高井戸

〈杉十小郷土史文化講座〉
内　　　　容月　日

歴史の中の動乱を見つめた仏たち
（昨年度の続編）５月２０日㈫

日蘭交流４０８年を振り返って６月１７日㈫
裁判員制度の導入について～アメリ
カの陪審員制度との違いなど７月１日㈫

見学会「鎌倉の散策～有名寺院をさ
けて鎌倉の裏スポット探訪」　　９日㈬

見方を変えれば生き方も変わる　　２２日㈫
白洲次郎の素顔～戦後の混乱期にア
メリカに屈服しなかった日本人８月５日㈫

源氏物語の成立後１０００年の今を振り
返る９月９日㈫

古事記より～荒ぶる神・須佐之命と
まわりの女神たち１０月７日㈫

林芙美子の生涯と作品～森光子「放
浪記」公演１５００回にあたって　　２１日㈫

見学会「古河周辺の散策・探訪～鷹
見泉石の遺跡を訪ねて」など１１月１２日㈬

※１.講座の開催時間は、いずれも午後７時～８時３０分。
　２.見学会の詳細は、講座開催時に説明します。
　３.５月２０日に開講式、１０月２１日に閉講式を行います。
　４.各講座の講師についてはお問い合わせください。

催し EVENT

　すぎなみ環境カエルくらぶ

　家族介護教室

講演・講座

氏　名地区名
亀田　美智子

方南和泉
（７名）

鴨下　隆義
新戸　武久
手塚　忠昭
原田　秀夫
宮川　肇
吉村　堯子
岩船　守男

和　田
（４名）

中島　資晴
南城　宏存
松岡　正紀

氏　名地区名
小松　重忠

天　沼
（５名）

立石　健秀
田口　忠男
平倉　由利
水野　長太郎
大橋　朝子

高井戸
（６名）

小舘　雅子
鈴木　百合子
松尾　和子
本橋　享子
渡辺　忠
阿部　晃子

公　募
（１８名）

泉　龍英
植村　俊次郎
梅村　充美
 治　道春
上池　昌男
倉林　政雄
佐藤　ミツル
田村　碩子
刀禰　勇巳
松田　朱代
松沼　徳
松本　嘉基
三木　惠子
望月　晴之
矢嶋　一男
矢島　直子
渡邉　清

　２０・２１年度の明るい選挙推進委員１１２名と、話しあい指導員
２名が２年の任期で明るい選挙推進協議会から委嘱されまし
た（表参照）。
　推進委員は、有権者の政治意識の向上や明るい選挙の実現
のために選挙啓発活動を行っています。日常の身近な問題か
ら政治について考える「話しあいの会」
の開催や街頭啓発活動など区内各地で活
躍しています。
　各地で開催される「話しあいの会」に
参加して、推進委員と政治・選挙につい
て考えてみませんか。

明るい選挙推進委員
話しあい指導員

●　決まりました　● 〈明るい選挙推進委員〉※表の「地区名」は地区町連区域による
氏　名地区名

石川　淳夫

堀ノ内
松ノ木
（８名）

江口　幸子
加藤　勇
五本木　徳治
竹内　達雄
恒田　嘉夫
那須　政子
向笠　美加子
淺田　隆

高円寺北
（５名）

大河原　章雄
正路　裕己子
山森　平和
横溝　利之
秋山　とよ

馬　橋
（５名）

梅澤　光夫
杉山　幸一
豊田　サチ子
山北　徹
纐纈　恵佐子

阿佐谷
（６名）

佐藤　久美子
世良　明美
玉野　文子
所　勗
富永　順子
栗川　三千子

宮　前
（７名）

塩田　淳一
清野　伸枝
田中　峯子
中島　英吉
村山　京子
弓削田　庸惠

氏　名地区名
石澤　正子

下高永福
（７名）

梯　敬
軽邉　和子
高橋　正子
竹本　加子
宮本　フク
行永　小枝子
石田　國夫高円寺

中　央
（３名）

清水　清
福島　昂一

〈話しあい指導員〉
氏　名

河合　かず子
寺田　かつ子

話しあい
指導員

〈明るい選挙推進委員〉

──問い合わせは、選挙管理委員会事務局へ。
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◇夜コース「社会起業家塾」
　このコースは、一人ひとりが社会とのつ
ながりに気付き、自ら社会をデザインする
社会起業家となることをめざします。
　社会起業家はビジネスを「起業」するこ
とだけが目標ではありません。社会の一員
として、自発的に社会の課題に関心を持
ち、関わっていこうとするその行動力こそ
が社会起業家の精神です。その精神を学
び、自分自身の今の仕事や関心に、その発
想を活かしていくことが出来る市民とな
ることもこの講座の目標です。

◇昼コース 
　「エコシック（おしゃれにエコ）」
　このコースは、１０カ月をかけて、前半と
後半で切り口を変えて、楽しく地域のつな
がりとエコについて学んでいきます。前半
は、消費者としての私たちが作り手・発信
者になることの大切さを学びます。後半
は、学んだことを生かしてファクトリー
（＝工房）実践をします。
　「作る」･「育てる」･「つながり合う」
の『エコある都会暮らし』を体験しながら、
杉並での暮らしという実感のある「環境」
を、私たちならではの魅力的な方法で、よ
りよくしていく活動をめざしませんか。

〈夜コース・昼コース共通〉　場所＝セシオン杉並（梅里１崖２２崖３２）
内　容日　時

開講記念講演会（右記）とガイダンス５月２１日㈬午後７時～９時
合同成果発表会（大人塾まつり）２１年２月２８日㈯（午後予定）
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〇
名
（
抽
選
）

◇
開
講
記
念
講
演
「
お
楽
し
み

は
こ
れ
か
ら
だ
！
」

　

開
講
記
念
講
演
会
の
み
の
参

加
者
も
同
時
に
募
集
し
ま
す
。

　

講
演
は
対
談
方
式
。
お
相
手

時

場

内

師

定

は
「
す
ぎ
な
み
大
人
塾
」
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
・
林
光
さ
ん
で
す
。

　
 

５
月　

日
㈬
午
後
７
時
〜

２１

９
時 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里

１
們　

們　

） 

ザ
・
ワ
イ
ル

２２

３２

ド
ワ
ン
ズ
・
鳥
塚
し
げ
き 

八

〇
名（
事
前
申
込
制
。
先
着
順
）

們
們
〈
い
ず
れ
も
〉
們
們

　
 

無
料 

電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
（
７
面
記
入
例
参
照
）
に

「
コ
ー
ス
名
」
ま
た
は
「
講
演

会
の
み
参
加
」
も
書
い
て
、
５

月　

日
ま
で
に
区
コ
ー
ル
セ
ン

１４
タ
ー
緯
＃
８
８
０
０
ま
た
は
緯

３
３
７
２
倆
８
８
０
０
胃
３
３

時
場

師

定

費

申

７
２
倆
８
８
１
０
へ 

社
会
教

育
セ
ン
タ
ー
緯
３
３
１
７
倆
６

６
２
１ 

聴
覚
障
害
者
へ
の
対

応
、
お
お
む
ね
１
歳
か
ら
の
託

児
あ
り
（
い
ず
れ
も
事
前
申
込

制
）

※
表
中
の
★
は
公
開
講
座
。
随

　

時
二
〇
名
程
度
募
集 問

他

▲鳥塚しげき

〈夜コース（水曜日午後７時～９時）〉
場所＝セシオン杉並
社会起業家塾

～人・モノ・組織をつなぎソーシャルデザインする
㈱三井物産戦略研究所・新谷大輔学習支援者
ＮＰＯ法人チューニングフォーザフューチャー・手塚佳代子支援補助者

内　容日　程
自己紹介、「社会起業家とは」（新谷大輔）序

章６月４日・１８日

計画力を高める～社会とのつながりに気付く
★「新しい時代のカタチを考える」（ゲスト講師＝㈲
ASOBOT代表取締役・伊藤剛）、「ソーシャル・キャピタ
ルの意味」、★「コーポラティブハウスとつながり」、★
「『チョコレボ』の挑戦～フェアトレードの実現に向け
て」（ゲスト講師＝チョコレボ実行委員会代表・星野智
子）、ワークショップ

第
１
章

７月２日・１６日・
３０日、
８月２０日、９月３
日・１７日

実行力を高める～協働のあり方に気付く
★「シブヤ大学の挑戦」（予定）、★「ＣＳＲ」（予定）、★「ビ
ッグイシューの挑戦」（予定）、ワークショップ

第
２
章

１０月１日・１５日、
１１月５日・１９日、
１２月３日・１７日

社会を変える事業を創出する
★「マザーハウスの挑戦」（ゲスト講師＝㈱マザーハウス
代表取締役・山口絵里子）、ワークショップ、社会事業モ
デル発表会

第
３
章

２１年１月１４日・２１
日、２月４日・１８
日

※ワークサポート杉並は、就職を希望する障害のある皆さんのご相談から就職・職場定着までをお手伝いします。
また、ジョブコーチが一緒にハローワークに行き、職場見学をして、 職場実習も一緒にします。

ワークサポート杉並（財杉並区障害者雇用支援事業団）は、障害者の雇用促進と
職業安定を図り、職業を通じて社会参加することで、ノーマライゼーションの実
現に貢献することを目的に設立された公益法人です。
杉並にお住まいの就労可能な障害のある方に、就職や就職後も安心して働き続け
ていくための支援を行っています。
また、企業の皆さんへも、障害のある方の採用から雇用の継続まで、ご相談に応
じて必要な雇用支援にあたります。ぜひ、ご利用ください。
害害問い合わせは、ワークサポート杉並（善福寺１崖１１崖１１☎５３８２崖２０８１胃５３８２
崖２０８３ http://members.jcom.home.ne.jp/sugi-jigyodan/）へ。HP

▲

スーパーの青果部で
品だしをしています

★各コースの内容★

◇大人塾アドバイザー（専門的な視点から大人塾の方向性やＰＲなどの面で助言をします）
　「宣伝会議」編集長・田中里沙 、元博報堂生活総合研究所所長・林光、NPO法人生涯学習・
知の市庭代表理事・東島信明

一般企業で働いています。緊張
しますが、毎日がんばって働い
ています。「楽しい」というのが
働き始めた感想です。

配送センターで品物のチェック
をしています。はじめは、ジョ
ブコーチと一緒に仕事を覚えて
いきます。

自
分
を
振
り
返
り
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
見
つ
け
る
大
人
の
放
課
後

〈昼コース（木曜日午前１０時～正午）〉
場所＝あんさんぶる荻窪（荻窪５崖１５崖１３）

エコシック（おしゃれにエコ）
㈲毎日の生活研究所・矢郷恵子、参画はぐくみ工房・竹迫和代学習支援者

内　容日　程
すぎなみで綿を育てよう（ゲスト講師＝㈱チーム・オー
スリー・前田剛）す

ぎ
な
み
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
を
育
て
よ
う

５月２２日

ガイダンス６月５日
夏への対策～緑のカーテンを育てる（ゲスト講師＝ガー
デンデザイナー・正木覚）６月１９日

ワークショップ：私の暮らし・私流のエコ７月１０日
体験！植物の持つ力～ハーブについて７月２４日
参加しよう！打ち水大作戦８月初旬
★地球の力～アイヌの祈りと暮らし（ゲスト講師＝写真
家・宇井眞紀子）９月６日㈯午後

環境先進区杉並と私のファクトリー計画９月２５日
★地球の力～地球を１００人の村にたとえたら（ゲスト講師
＝翻訳家・池田香代子）１０月９日

杉並の市民がつくるやさしい地球す
ぎ
な
み
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

１０月２３日
フェアトレードで育てるエコシック（ゲスト講師＝ふろ
む・あーす・藤田康祐樹）１１月１３日

★地球の力～旧暦と私たちのリズム１１月２２日㈯午後
ワークショップとファクトリーガイダンス１２月４日

ファクトリー①②③１２月１８日、２１年
１月８日・１５日

成果発表会準備～展示ブースを企画しよう２月５日・１９日

あなたあなたのの
「「働きた働きたいい！！」」をを

応援しま応援しますす

▲企業のメールセンターで
勤務しています


